
  

 

 

 

 

   

 

学校
がっこう

生活
せいかつ

の中
なか

でよく出
で

てくる言葉
こ と ば

のひとつに「自由
じ ゆ う

」があります。自由とい

うのは、単
たん

に自分
じ ぶ ん

の思
おも

いどおりに行動
こうどう

することではありません。そこには必
かなら

ず「責任
せきにん

」が伴
ともな

います。 

例
たと

えば、授業
じゅぎょう

の中
なか

で自分の意見
い け ん

を自由に発表
はっぴょう

することは大切
たいせつ

ですが、そ

の一方
いっぽう

で相手
あ い て

の考
かんが

えを尊重
そんちょう

し、最後
さ い ご

まで聞
き

く責任があります。部活動
ぶかつ ど う

や学校行事
ぎょうじ

でも、自分の

役割
やくわり

をはたす責任を持
も

つからこそ、仲間
な か ま

とともに達成感
たっせいかん

を味
あじ

わうことができるのです。 

自由とは、「自分の行動
こうどう

を自分で選
えら

び、その結果
け っ か

について責任を持つこと」です。責任を果
は

たす

からこそ、周囲
しゅうい

から信頼
しんらい

され、さらに大
おお

きな自由が広
ひろ

がっていきます。 

ご家庭
か て い

におかれましても、お子
こ

さまが日頃
ひ ご ろ

の生活の中で自由と責任の関
かか

わりを意識
い し き

できるよう

に声
こえ

かけや見守
み ま も

りをお願いできれば幸
さいわ

いです。学校でも一人ひとりが安心
あんしん

して学
まな

び合
あ

える環境
かんきょう

づくりに努
つと

めていきます。 

 ９月２４日
か

（水
すい

）、２５日
にち

（木
もく

）に小郡
おごおり

小学校
しょうがっこう

にて、教育
きょういく

条件
じょうけん

整備
せ い び

に関
かか

わる「地区
ち く

別
べつ

学習会
がくしゅうかい

」を行い

ました。ご出席
しゅっせき

いただいた保護者のみなさま、ありがとうございました。 

小郡市
し

の人権
じんけん

・同和
ど う わ

教育
きょういく

の推進
すいしん

及
およ

びすべての子どもたちが夢
ゆめ

や目標
もくひょう

に向
む

かってがんばること

ができるようにと願
ねが

いを込
こ

めた、この教育条件整備運動
うんどう

〈署名
しょめい

活動
かつどう

〉の取
と

り組
く

みでは、昨年度
さ く ね ん ど

、市
し

内
ない

で２２，５７６筆
ひつ

の個人
こ じ ん

署名と２２１の事業所
じぎょうしょ

などの団体
だんたい

署名をいただき、小郡市・小郡市教育
きょういく

委員
い い ん

会
かい

そして福岡県
ふくおかけん

教育委員会などへ要請
ようせい

を行い、本年度
ほんねんど

もすべての小
しょう

・中
ちゅう

学校に定数
ていすう

以上
いじょう

の教
きょう

職員
しょくいん

を配置
は い ち

していただいております。本当
ほんとう

に感謝
かんしゃ

しております。 

小郡市では、１９７０年代
だい

から部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

により教育の機会
き か い

を奪
うば

われて十分
じゅうぶん

な教育を受
う

けること

ができなかった親
おや

たちの「わが子
こ

をはじめすべての子どもに豊
ゆた

かな教育を受
う

けさせたい」という

切実
せつじつ

な思
おも

いとそれにこたえようとする学校、保護者、行政
ぎょうせい

などとの連携
れんけい

から教育条件整備運動が

始
はじ

まりました。そして、２００８年度
ね ん ど

から、この教育条件整備運動〈署名活動〉は、「人権
じんけん

のまちづく

り」のとりくみへと発展
はってん

・定着
ていちゃく

し、現在
げんざい

も継続
けいぞく

されています。 

本年度もみなさまには大変
たいへん

お世話
せ わ

をかけますが、福岡県教育委員会への要請
ようせい

の際
さい

には署名

簿
ぼ

〈「市民
し み ん

の声
こえ

」〉が必要
ひつよう

不可欠
ふ か け つ

なものになりますし、教職員配置は、毎年
まいとし

更新
こうしん

するために一年一

年の署名が必要
ひつよう

となります。 

 すべての子どもたちへの学力
がくりょく

保障
ほしょう

、進路
し ん ろ

保障、生徒
せ い と

指導
し ど う

のためにも、どうか教育条件整備運

動のとりくみにご理解
り か い

とご協力
きょうりょく

をよろしくお願
ねが

いいたします。 

 小郡市立小郡中学校     令和７年１０月６日 

 小郡中学校だより  第２４６号 

                 校長 山本 拓 

責任と自由について  

保護者のみなさま「地区別学習会」のご出席、ありがとうございました  



部 活 動 名 本校の成績 部 活 動 名 本校の成績

 ソフトテニス男 ４位  バレーボール男
優勝

（地区へ）

 ソフトテニス女 ４位  バレーボール女 惜敗

 サッカー 惜敗  卓　球　　　男
優勝

（地区へ）

 ソフトボール
準優勝

（地区へ）
 卓　球　　　女 ３位

 バスケットボール男
優勝

（地区へ）
 剣　道　　　　　　　　 惜敗

 バスケットボール女 惜敗  軟式野球 惜敗

※ソフト ボール及びバレーボール男は他校と の合同チームで地区大会に出場

卓球男 １１月１日（土） 筑後広域公園体育館

ソフトボール １１月　１日（土） 久留米市東部運動公園

バスケットボール男 １１月１５日（土）・１６日（日） 大刀洗勤労者体育センター

バレーボール男 １１月１５日（土） おおむたアリーナ

筑後地区中学校新人大会

 ９月２７日（土
ど

）にブロック新人
しんじん

大会
たいかい

が、

各
かく

所
し ょ

で開
かい

催
さい

されました。どの部
ぶ

も全力
ぜんりょく

を

尽
つ

くし、熱戦
ねっせん

を繰
く

り広
ひろ

げ、最後
さ い ご

まであきら

めない姿勢
し せ い

をみせてくれました。その姿
すがた

からたくましさを感
かん

じ、とてもうれしく思

いました。 

 この大会で、自分自身
じ し ん

やチームを

客観的
きゃくかんてき

に振
ふ

り返
かえ

ることはできたでしょう

か？自分たちの課題は何
なに

か、これからの

１０ヶ月間
かん

どこをどのように鍛
きた

えていかな

ければならないのか、逆
ぎゃく

によさや強
つよ

みは

何
なん

だろうか、これからさらに伸
の

ばしていく

ためにはどうすればよいのかをチームで

整理
せ い り

して話
はな

し合
あ

ってみてください。 

 課題から新しく目標を決
き

めていくいことで意識
い し き

が変
か

わり、一日
いちにち

一日の部活動の

時間を充実
じゅうじつ

したものにできるはずです。みなさんのさらなる成長
せいちょう

を期待
き た い

していま

す。 

 保護者のみなさま、応援
おうえん

をありがとうございました。これからもご声援
せいえん

をよろしく

お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校
がっこう

の中
なか

に合唱
がっしょう

の声
こえ

が毎日
まいにち

響
ひび

いています。学校にお越
こ

しになるお客
きゃく

さま方
がた

は、みんなの歌声
うたごえ

に驚
おどろ

き、感心
かんしん

して帰
かえ

っていかれます。 

合唱の目的
もくてき

は、集団
しゅうだん

づくりです。みなさんは、学級
がっきゅう

みんなの力
ちから

で聴く人の心の中
なか

にまで大
おお

きく

響
ひび

く本物
ほんもの

の合唱を目指
め ざ

していると思います。ステージにいない仲間
な か ま

の顔を思い浮
う

かべながら、ま

た、合唱曲
きょく

を作
つく

った作者
さくしゃ

の意図
い と

をできる限
かぎ

り正確
せいかく

に聴
き

く人
ひと

に伝
つた

えていくために日々
ひ び

の努
ど

力
りょく

を続
つづ

けています。 

 １０月１６日（木）の文化
ぶ ん か

発表会
はっぴょうかい

は、みなさんの合唱を目
め

と耳
みみ

と心
こころ

で聴かせてもらいます。 

    

うきは市、小郡市・三井郡中学校新人大会【ブロック新人大会】健闘しました 

一人の力・みんなの力 

「小さな声が集まっても 小さな声にしかならない」 

「大きな声が集まって はじめて大きな声になる 

「大勢でやるからといって 少しの力でよいわけではない」 

「一人が、一人分の力を出さなければ 集団では何も生み出せない」 

「学級記録 第２集 執筆・編集 八ツ塚 実」より 


